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52年

1977

横
浜
市
関
係

１
―
市
が
窒
素
酸
化
物
（
Ｎ
ｏ
ｘ
）
対
策
指
導

要
綱
を
実
施
。
目
標
値
は
○
・
○
四
Ｐ
Ｐ
Ｍ
。

▽
西
区
久
保
町
地
区
に
住
居
表
示
制
度
実
施
。

▽
金
沢
区
富
岡
八
幡
公
園
を
一
部
公
開

２
―
大
洋
球
団
の
横
浜
移
転
決
る

４
―
京
浜
急
行
電
鉄
が
釜
利
谷
地
区
開
発
に
と

も
な
う
排
土
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
工
事
に
着
手

６
―
こ
の
日
か
ら
二
〇
日
未
明
ま
で
ず
っ
と
雨

冷
夏
と
な
る

８
―
市
で
市
民
参
加
の
予
算
づ
く
り
を
め
ざ
し

組
織
化
を
き
め
る

９
―
中
区
福
富
町
の
町
内
会
が
ハ
イ
ラ
ー
追
放

と
不
法
駐
車
し
め
出
し
の
巡
回
パ
ト
フ
ー
ル

1
1
―
市
渉
外
部
、
瑞
穂
埠
頭
（
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
）

の
早
期
返
還
に
と
り
く
む

1
2
―
市
役
所
で
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
事
業

の
顧
問
団
会
議
（
来
年
三
月
迄
に
三
三
％
の
工

事
着
手
を
決
め
る
）
▽
釜
利
谷
開
発
反
対
派
住

民
が
、
排
土
ト
ン
ネ
ル
工
事
差
止
め
の
仮
処
分

申
請
を
横
浜
地
裁
に
提
出

1
7
―
県
民
ホ
ー
ル
で
総
評
第
五
五
回
定
期
大
会

1
9
―
市
長
、
シ
ア
ト
ル
の
第
一
四
回
日
米
市
長

・
会
頭
会
議
へ
出
発
。
▽
金
沢
区
で
金
沢
ま
つ

り
。
▽
市
民
グ
ラ
フ
2
2
号
、
市
内
の
川
を
特
集

2
3
―
建
築
局
、
木
造
市
営
住
宅
建
て
か
た
の
た

め
、
団
地
ご
と
に
説
明
会
を
ひ
ら
く

2
5
―
市
、
路
上
の
置
き
看
板
撤
去
に
乗
出
す

2
6
―
五
十
年
一
月
の
市
大
病
院
新
生
児
死
亡
事

１
―
Ｐ
Ｘ
Ｌ
（
対
潜
し
ょ
う
戒
機
）

に
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
の
Ｐ
３
Ｃ
オ
ラ
イ

オ
ン
近
く
内
定
。
２
―
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

文
化
交
流
に
政
府
五
〇
億
円
支
出
。

３
―
原
水
禁
統
一
世
界
大
会
開
く
。

イ
ト
ー
ピ
ア
逗
子
葉
山
邸
宅
地
の
自

治
会
が
県
立
高
校
建
設
反
対
提
訴
。

４
―
ソ
日
漁
業
暫
定
協
定
調
印
式
。

５
―
津
軽
に
集
中
豪
雨
。
死
者
・
行

方
不
明
二
人
。
７
―
成
田
空
港
騒
音

テ
ス
ト
飛
行
。
▽
北
海
道
有
珠
山
で

午
前
、
午
後
四
回
爆
発
。
８
―
日
本

山
岳
協
会
隊
、
史
上
二
度
目
の
Ｋ
２

登
頂
に
成
功
。
９
―
中
区
住
吉
町
で

対
米
絹
ス
カ
ー
フ
輸
入
規
制
反
対
総

決
起
集
会
。
▽
狭
山
事
件
、
石
川
一

雄
被
告
の
上
告
を
棄
却
。
1
0
―
サ
ク

ラ
ン
ボ
来
年
か
ら
輸
入
解
禁
を
決
定
。

1
1
―
昇
仙
峡
で
観
光
バ
ス
転
落
死
者

一
〇
人
。
1
2
―
県
、
新
神
奈
川
計
画

の
基
本
案
を
ま
と
め
る
（
二
七
日
第

一
回
県
民
討
論
会
）
。
1
3
―
神
奈
川
ス

モ
ン
訴
訟
、
横
浜
地
裁
に
九
億
四
千

六
百
万
円
の
批
害
賠
償
請
求
。
1
8
―

国
鉄
、
貨
物
介
理
化
案
を
労
組
に
提

示
。
2
3
―
政
府
、
成
川
空
港
の
年
内

開
港
を
断
念
。
2
4
―
県
評
、
横
浜
地

裁
所
長
の
解
任
を
求
め
る
暑
名
運
動
。

自
治
体
・
国
・
社
会

横
浜
市
関
係

件
で
、
横
浜
地
裁
は
手
術
前
の
点
滴
ミ
ス
と
判

断
、
病
院
側
の
過
失
を
認
め
た

2
9
―
市
、
新
五
ヵ
年
指
標
公
表

3
1
―
道
路
局
、
私
道
に
対
す
る
補
助
率
を
二
分

の
一
か
ら
三
分
の
二
に
引
上
げ
。
▽
市
公
共
事

業
の
契
約
率
目
標
七
〇
％
に
対
し
実
績
三
五
％

１
―
市
内
各
地
で
防
災
総
合
訓
練
。
△
鶴
見
区

潮
田
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
初
の
夜
間
照
明

６
―
派
大
岡
川
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
四
五
年
来

の
埋
立
工
事
終
る

７
―
四
十
八
年
一
月
の
港
北
区
勝
田
町
幼
女
水

死
事
故
に
、
横
浜
地
裁
、
市
に
管
理
責
任
あ
る

旨
の
判
決

８
―
東
戸
塚
駅
の
設
置
本
決
り
。
開
業
は
五
十

五
年
の
予
定

1
0
―
豪
雨
で
緑
区
池
辺
町
の
主
婦
一
人
死
亡

1
3
―
本
町
小
学
校
校
庭
（
ガ
ス
会
社
跡
）
に
故

渋
沢
栄
一
邸
の
ガ
ス
燈
を
移
転

1
9
―
桜
木
町
駅
前
の
横
浜
市
医
師
会
館
閉
館
式

跡
地
に
は
夜
間
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
を
ふ
く
む

十
階
建
て
の
複
合
ビ
ル
を
予
定
。
▽
第
二
二
回

県
下
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
。
市
の
建
築
物
で
は
最

優
秀
賞
三
点
に
つ
ぐ
優
秀
賞
九
点
の
う
ち
、
左

近
山
小
、
緑
区
山
内
支
所
、
環
境
事
業
局
南
戸

塚
工
場
、
同
余
熱
利
用
施
設
の
四
点
が
選
ば
れ

た2
0
―
経
済
局
、
今
年
度
の
モ
デ
ル
化
商
店
街
に

▽
国
土
庁
、
第
三
次
全
国
総
合
計
画

の
試
案
発
表
。
2
7
―
播
磨
灘
で
養
殖

ハ
マ
チ
大
量
死
。
3
1
―
逗
子
米
軍
池

子
弾
薬
庫
地
一
部
返
還
。
▽
東
京
都

の
荒
川
下
水
処
理
場
計
画
に
荒
川
区

が
反
対
。

３
―
政
府
、
七
項
目
の
総
合
景
気
対

策
。
▽
小
田
原
で
第
二
回
県
民
討
論

会
。
▽
王
選
手
七
五
六
本
塁
打
達
成

８
―
箱
根
町
の
大
涌
谷
自
然
科
学
公

園
オ
ー
プ
ン
。
９
―
神
奈
川
県
評
二

八
回
大
会
。
▽
湯
河
原
町
で
、
大
規

模
霊
園
の
計
画
に
反
対
運
動
起
る
。

1
2
―
旭
区
上
川
井
町
の
県
住
宅
供
給

公
社
若
葉
台
分
譲
住
宅
の
申
込
者
が

平
均
十
二
二
五
倍
に
達
す
。
1
5
―
県

の
高
校
計
画
に
三
浦
学
区
の
住
民
、

環
境
破
壊
に
反
対
し
て
仮
処
分
申
請

1
6
―
県
、
振
動
規
制
法
の
対
象
地
域

と
規
制
慕
準
を
決
め
る
。
2
0
―
国
鉄

の
グ
リ
ー
ン
料
金
平
均
三
割
引
下
。

▽
長
期
金
利
引
下
。
2
1
―
立
川
基
地

地
元
利
用
案
に
都
・
立
川
市
・
昭
島

市
が
調
印
。
2
2
―
東
海
村
の
核
処
理

燃
料
再
処
理
工
場
の
試
運
転
開
始
。

▽
政
府
、
一
般
消
費
税
の
来
年
度
施

行
を
見
送
り
。
▽
川
崎
市
で
町
づ
く

り
に
地
区
カ
ル
テ
を
計
画
。
2
5
―
東

名
高
速
道
路
の
大
和
市
草
柳
で
投
石

に
よ
り
一
人
死
亡
。
2
6
―
県
、
石
油

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
計
画
。
▽
横

自
治
体
・
国
・
社
会
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芹
ケ
谷
銀
座
と
中
華
街
南
門
通
り
を
指
定

2
1
―
九
月
定
例
市
会
、
四
六
億
の
補
正
予
算
な

ど
提
案
。
▽
市
長
、
社
会
党
改
革
に
か
ん
す
る

見
解
と
し
て
、
三
項
目
を
提
案
。
▽
市
、
第
二

種
住
居
専
用
地
域
の
容
積
率
を
二
〇
〇
％
か
ら

一
五
〇
％
に
引
下
げ
、
来
年
四
月
実
施
の
予
定

2
7
―
米
軍
Ｒ
Ｅ
４
Ｂ
フ
ァ
ン
ト
ム
偵
察
機
、
緑

区
荏
田
町
の
宅
地
造
成
地
に
墜
落
、
死
者
二
人

2
8
―
保
土
ヶ
谷
地
元
商
店
街
、
ニ
チ
イ
の
天
王

町
出
店
に
反
対
決
議

１
―
中
・
神
奈
川
・
保
土
ヶ
谷
・
鶴
見
・
磯
子

の
五
区
、
区
制
施
行
五
〇
周
年
を
迎
え
る
。
▽

小
机
城
跡
市
民
の
森
オ
ー
ブ
ン
。
▽
磯
子
小
学

校
の
木
造
校
舎
を
鉄
筋
四
階
建
て
に
建
替
え
は

じ
め
る
。
▽
印
鑑
証
明
が
登
録
カ
ー
ド
制
に

２
―
根
岸
森
林
公
園
、
競
馬
記
念
公
苑
開
園

４
―
市
、
都
市
河
川
が
い
こ
い
の
場
と
な
る
よ

う
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
決
め
る

５
―
九
月
定
例
市
会
本
会
議
終
え
る

７
―
市
民
大
学
講
座
が
教
文
セ
ン
タ
ー
で
一
二

月
一
三
日
ま
で
開
か
れ
る

８
―
第
二
回
神
奈
川
芸
術
祭
幕
あ
け
。
▽
横
浜

都
市
問
題
研
究
会
発
足
（
横
浜
国
大
助
教
授
ら

の
若
手
学
者
に
よ
る
）

1
2
―
ル
ー
マ
ニ
ア
の
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ア
市
と
姉

妹
都
市
調
印
式
。
▽
西
消
防
署
改
築
完
成

1
3
―
今
年
の
市
内
火
事
が
干
件
を
突
破

1
4
―
市
、
違
法
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
で
一
三
件
を

施
行
停
止
。
▽
市
長
、
厚
木
基
地
の
飛
行
一
時

浜
ゴ
ム
の
タ
イ
ヤ
に
欠
陥
。
▽
横
浜

洋
裁
学
院
、
山
手
の
ゲ
ー
テ
ー
座
跡

地
に
服
飾
博
物
館
を
計
画
。
▽
浜
田

泰
助
の
「
心
に
映
る
横
浜
百
姓
」
三

越
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
。
2
7
―
社

会
党
大
会
二
日
目
、
田
英
夫
氏
ら
三

人
離
党
。
2
9
―
藤
沢
駅
北
口
再
開
発

ビ
ル
難
航
。
▽
政
府
、
日
本
赤
軍
に

身
代
金
六
百
万
ド
ル
支
払
い
を
決
め
る
。

▽
臨
時
国
会
召
集
。
3
0
―
国
土
庁
、

地
価
全
国
平
均
で
一
・
五
上
昇
と

発
表
。
住
宅
地
は
微
騰

１
―
伊
藤
忠
、
安
宅
産
業
を
吸
収
合

併
。
▽
町
田
市
で
下
水
処
理
場
オ
ー

プ
ン
、
工
費
七
二
億
円
。
２
―
横
浜

車
イ
ス
の
会
発
足
。
３
―
円
急
騰
、

二
六
二
円
台
に
。
５
―
カ
ネ
ミ
油
症

事
件
で
福
岡
地
裁
六
億
余
円
の
支
払

い
を
命
ず
る
。
６
―
円
二
五
九
円
四

五
銭
。
７
―
建
設
省
、
宮
ヶ
瀬
ダ
ム

の
立
入
り
調
査
。
９
―
空
港
反
対
同

盟
の
成
田
集
会
。
▽
文
部
省
、
男
子

が
一
八
才
を
ピ
ー
ク
に
体
力
下
り
坂

を
指
摘
。
1
2
―
神
奈
川
文
化
賞
鏑
木

欽
作
氏
ら
五
人
に
。
1
4
―
建
設
省
横

浜
国
道
事
務
所
の
贈
収
賄
摘
発
。
1
5

―
東
京
銀
座
で
ピ
ス
ト
ル
発
射
。
通

行
人
大
け
が
。
▽
長
崎
で
バ
ス
・
ジ

ャ
ッ
ク
事
件
。
2
0
―
慶
応
大
学
入
試

中
止
を
要
請
。
▽
横
浜
地
裁
で
市
水
道
汚
職
の

被
告
に
有
罪
判
決

1
6
―
市
営
墓
地
二
五
〇
区
画
の
分
譲
受
付

1
7
―
市
長
、
エ
ン
ジ
ン
送
還
に
つ
き
米
大
統
領

に
書
簡
。
▽
非
常
時
に
そ
な
え
、
四
万
二
千
個

の
水
の
カ
ン
詰
を
区
役
所
に
配
備

1
9
―
金
沢
工
業
団
地
の
九
割
が
予
約
ず
み
。
▽

横
浜
市
航
空
安
全
対
策
専
門
委
員
会
設
置
（
新

羅
一
郎
氏
ら
六
人
）

1
9
―
四
首
長
懇
談
会
で
ダ
ム
周
辺
振
興
基
金
の

新
設
を
決
め
る
。
▽
三
首
長
会
談

2
1
―
市
会
決
算
特
別
委
員
会
で
、
市
が
、
三
菱

横
浜
造
船
所
の
金
沢
地
先
埋
立
地
移
転
が
、
造

船
不
況
の
た
め
延
期
も
あ
り
う
る
と
発
言

2
4
―
横
浜
文
化
賞
に
柳
原
良
平
氏
ら
五
氏

2
5
―
市
職
員
の
ベ
ア
率
六
・
六
七
％
で
妥
結

2
6
―
市
、
食
品
添
加
物
の
許
容
量
を
国
の
使
用

基
準
よ
り
へ
ら
す
た
め
、
ま
ず
め
ん
類
を
対
象

に
指
導
は
じ
め
る

2
7
―
野
音
を
守
る
会
、
横
浜
公
園
野
外
音
楽
堂

の
存
続
を
申
入
れ

2
8
―
神
奈
川
・
港
北
・
緑
区
の
区
界
を
一
部
変

更2
9
―
マ
リ
ナ
ー
ド
地
下
街
オ
ー
プ
ン

3
1
―
日
本
住
宅
公
団
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
仮

換
地
の
供
覧
開
始

問
題
ろ
う
え
い
事
件
、
後
藤
元
教
授

の
申
請
取
下
げ
で
幕
切
れ
。
2
1
―
反

戦
デ
ー
。
2
2
―
自
民
党
県
連
会
長
に

小
此
木
彦
三
氏
。
▽
「
あ
す
の
神
奈

川
を
考
え
る
」
県
民
討
論
会
終
る
。

2
3
―
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
レ
ー

ス
車
落
下
、
死
者
二
人
、
▽
横
浜
で

第
六
回
国
際
こ
ど
も
音
楽
祭
、
2
4
―

イ
ト
ー
ピ
ア
の
高
校
建
設
問
題
、
住

民
と
伊
藤
忠
不
動
産
が
和
解
、
▽
尾

上
町
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
に
時
限
装
置
つ

き
爆
発
物
し
か
け
ら
れ
る
。
▽
2
5
―
鎌

倉
で
全
国
革
新
市
長
会
。
福
祉
を
語

る
革
新
市
長
と
婦
人
の
つ
ど
い
。
▽

全
駐
労
横
須
賀
支
部
二
四
時
間
ス
ト
。

2
8
―
東
京
ス
モ
ン
訴
訟
和
解
成
立
。

3
0
―
最
高
裁
に
火
災
び
ん
。
▽
野
尻

抱
彰
（
九
二
）
没
。
3
1
―
春
日
一
幸

民
社
党
委
貝
長
辞
意
表
明
。
▽
長
岡

市
の
信
濃
川
河
川
敷
指
定
解
除
さ
る
。

▽
東
京
都
、
ク
ロ
ム
禍
六
〇
億
円
の

恒
久
対
策
を
日
本
化
学
工
業
株
式
会

社
に
要
求
。

資料は「広報よこはま」によったほか、主として神奈川新聞を参考にした。*印は日付不確定のため新聞発行日。
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